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短編集未収録27作を順次、詳しく紹介しています。本号はその第６回、最終回です。前号に続き、初出年の

古い順で３作取り上げました。なお、４ページに、27作一覧を付けています。 （編集委員 橘雄三）

「
長
い
話
」
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』
の
一
九
七
三

年
11
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
し
絵
が
三

つ
入
っ
て
十
八
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

舞
台
は
京
都
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
す
。

月
刊
誌
の
一
九
七
三
年
11
月
号
掲
載
で
、
作

中
時
間
も
そ
の
頃
か
。
回
想
が
多
い
。

[

登
場
人
物]

●
私

脇
村
の
懺
悔
聴
聞
僧
の
よ
う
な
存
在
。

●
脇
村
桂
造

商
社
マ
ン
。

●
山
内
滋

60
歳
近
い
。
自
称
『
美
術
鑑
定
家
』
。

戦
前
、
上
海
で
外
人
相
手
に
商
売
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
、
英
語
が
達
者
。
人
ぎ
ら
い
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
よ
く
往
き
来
し
て
い
た
の
は
、

京
都
長
法
寺
の
住
職
高
浜
覚
忍
だ
け
。
大
阪
の

天
満
に
住
ん
で
い
た
が
、
妻
を
亡
く
し
た
あ
と
、

京
都
に
引
っ
越
し
た
。
覚
忍
和
尚
の
長
法
寺
に

近
く
な
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
転
居
し
た
よ
う
。

●
山
内
寛
子

山
内
滋
の
娘
。
脇
村
の
婚
約
者
。

●
高
浜
覚
忍

京
都
長
法
寺
の
住
職
。

●
ト
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ス

国
宝
『
絹
本
著
色
玄

奘
三
蔵
説
法
図
』
の
現
所
蔵
者
。

[

あ
ら
す
じ]

高
浜
覚
忍
が
住
職
を
務
め
る
長
法
寺
に
は
、

『
絹
本
著
色
玄
奘
三
蔵
説
法
図
』
と
い
う
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
秘
宝
が
あ
っ
た
。

戦
後
、
長
法
寺
の
住
職
覚
忍
は
事
業
に
手
を

出
し
て
失
敗
、
莫
大
な
借
財
を
つ
く
っ
た
。
窮

状
打
開
の
方
法
と
し
て
思
い
つ
い
た
の
が
秘
宝

の
処
分
で
あ
っ
た
。

山
内
は
そ
れ
を
ひ
そ
か
に
売
却
し
、
覚
忍
は

そ
れ
に
よ
っ
て
立
ち
直
っ
た
。
い
や
、
立
ち
直
っ

た
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
寺
の
所
有
地
で
あ
っ
た

広
い
土
地
が
、
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な
い
山
林
だ
っ

た
の
が
、
宅
地
と
し
て
み
る
み
る
値
上
が
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
巨
億
の
資
産
家

に
な
っ
た
。

そ
ん
な
状
況
下
、
長
法
寺
の
秘
宝
公
開
を
強

く
要
求
す
る
評
論
家
が
現
わ
れ
た
。
寺
側
が
非

公
開
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
の
で
、
秘
宝
が
長

法
寺
に
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

ま
で
上
が
っ
て
き
た
。

一
方
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
仕
事
の
な
い
山

内
親
娘
が
、
り
っ
ぱ
す
ぎ
る
家
に
住
み
、
余
裕

の
あ
る
生
活
を
し
て
こ
れ
た
の
は
、…

。

覚
忍
は
、
秘
宝
回
収
に
踏
み
切
る
。

そ
ん
な
な
か
、
事
件
が
立
て
続
け
に
起
き
る
。

ま
ず
、
秘
宝
の
現
所
蔵
者
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
在
住
の
ト
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ス
と
の
交
渉
に

出
向
い
た
山
内
滋
が
、
何
者
か
に
襲
わ
れ
重
傷

を
負
う
。
山
内
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
病
院

で
小
康
を
得
て
帰
国
、
京
都
の
病
院
に
移
る
。

山
内
の
入
院
中
に
覚
忍
和
尚
が
殺
害
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
一
週
間
し
て
、
山
内
滋
が
病
院
で

死
ん
だ
。
医
者
は
、
「
断
食
死
に
症
状
が
似
て

い
ま
し
た
な
」
と
言
っ
た
。

短編集未収録27作を順次紹介いたします/第7回3作、その１ 「長い話」

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ
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「
背
負
っ
て
走
れ
」
は
『
カ
ッ
パ
ま
が
じ
ん
』
の
一
九

七
六
年
９
月
初
秋
号
掲
載
で
す
。
当
該
図
書
は
、
国
会

図
書
館
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
同
作
品
が
収
録
さ

れ
て
い
る
講
談
社
『
推
理
小
説
代
表
作
選
集
１
９
７
７
』

を
古
本
屋
で
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
ち
ら
を
使

用
し
ま
す
。
『
推
理
小
説…
』
に
は
挿
し
絵
が
な
い
の

が
残
念
で
す
。
一
九
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

時
代
背
景
・
舞
台]

時
代
は
中
国
、
唐
の
時
代
で
、
舞
台
は
都
長
安
。

少
し
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

六
四
九

太
宗
李
世
民
没
し
、太
子
李
治
即
位(

高
宗)

六
五
五

王
皇
后
を
廃
し
武
則
天
を
冊
立

六
六
〇

高
宗
病
み
、武
則
天
の
執
政
始
ま
る

六
八
三

高
宗
没
し
、李
顕
即
位(

中
宗

武
則
天
の
実
子)

六
八
四

武
則
天
、中
宗
を
廃
し
弟
の
李
旦(

睿
宗

武
則
天

の
実
子)

を
立
て
る

六
九
〇

武
則
天
、睿
宗
を
廃
し
て
皇
位
に
即
き
、
国
号
を

周
と
改
め
る

七
〇
五

宰
相
張
柬
之
の
ク
ー
デ
タ
ー
。中
宗
復
位
し
、国

号
を
唐
に
戻
す
。こ
れ
に
伴
い
、韋
皇
后
が
朝
政

を
掌
握
。武
則
天
没
す

七
一
〇

韋
皇
后
、中
宗
を
殺
し
李
重
茂(

少
帝)

を
立
て
る
。

李
隆
基
、韋
后
と
そ
の
一
党
を
殺
し
、少
帝
を
退

位
さ
せ
中
宗
の
弟
睿
宗
を
立
て
る
。

七
一
二

睿
宗
、位
を
太
子
李
隆
基(

玄
宗)

に
譲
る

[

登
場
人
物]

●
文
遠
之

い
ま
を
と
き
め
く
尚
方
丞(

帝
室
工
芸
院
主

任)

の
苑
東
監
と
同
門
で
、
技
術
は
苑
よ
り
す
ぐ
れ
て
い

た
が
、
宮
仕
え
を
き
ら
っ
て
、
在
野
の
芸
術
家
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

●
安
生

八
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
た
塑
工(

塑
像
造
り
、

塑
像
家)

。
山
西
の
人
。
文
遠
之
の
弟
子
。

●
郭
玄

塑
工
。
文
遠
之
の
弟
子
で
安
生
の
ラ
イ
バ
ル
。

●
苑
東
監

尚
方
丞(

帝
室
工
芸
院
主
任)

。
文
遠
之
と
同

門
。
文
に
弥
勒
像
制
作
の
命
が
下
っ
た
の
は
苑
の
推
薦
。

[

あ
ら
す
じ]

安
生
が
長
安
で
修
行
し
て
い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
武

則
天
の
時
代
で
あ
っ
た
。
武
則
天
は
自
分
を
弥
勒
菩
薩

の
生
ま
れ
変
わ
り
と
信
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
に
、
弥
勒
像
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

在
野
の
人
な
の
に
、
文
遠
之
に
も
弥
勒
菩
薩
制
作
が

命
じ
ら
れ
、
彼
は
、
安
生
、
郭
玄
ほ
か
、
主
だ
っ
た
弟

子
を
連
れ
て
宮
城
に
入
っ
た
。

安
生
は
そ
の
こ
ろ
悩
ん
で
い
た
。
菩
薩
が
つ
く
れ
な

い
の
で
あ
る
。
生
気
を
帯
び
、
や
さ
し
さ
を
も
っ
た
も

の
が
つ
く
れ
な
い
。
「
人
の
心
を
う
つ
も
の
が
な
い
」

と
師
匠
も
評
し
た
。

（
わ
し
の
心
を
う
つ
女
性
に
会
え
ぬ
も
の
か
。…

）

安
生
は
祈
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
安
生
た
ち
が
宮
城
内
で
仕
事
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
政
局
が
急
変
し
た
。
（
上
の
時
代
背
景
赤

字
部
分
）

こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
安
生
た
ち
に
ま
で
波
及
し
た
。

安
生
は
、
従
九
品
の
下
と
い
う
最
低
の
位
階
で
は
あ
っ

た
が
、
一
介
の
工
匠
の
身
で
少
府
監
の
官
僚
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
年
、
も
う
、
菩
薩
像
制
作
で
は
な
か
っ

た
が
、
安
生
の
宮
城
内
で
の
仕
事
は
続
い
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
二
度
目
の
政
変
が
お
こ
り
ま
す
。
（
上

の
時
代
背
景
青
字
部
分
）

李
隆
基(

七
一
二
年
、
玄
宗
と
し
て
即
位)

に
従
っ
た

青
年
将
校
た
ち
は
羽
林
営
に
と
び
こ
む
や
、
韋
氏
の
指

揮
官
た
ち
を
斬
っ
て
す
て
た
。

「
韋
后
は
先
帝
を
毒
殺
し
、
国
家
の
基
礎
を
危
う
く
し

た
。
よ
っ
て
今
夕
は
、
韋
氏
一
党
を
こ
と
ご
と
く
誅
殺

す
る
」

「
宮
城
内
の
諸
官
僚
は
、
す
べ
て
韋
氏
一
党
の
息
の
か

か
っ
た
者
じ
ゃ
ぞ
。
み
つ
け
し
だ
い
、
容
赦
な
く
斬
れ
！
」

安
生
は
け
ん
め
い
に
逃
げ
た
。

こ
の
騒
動
の
な
か
で
安
生
は
、
身
を
隠
そ
う
と
、
勝

手
知
っ
た
少
府
監
の
倉
庫
に
逃
げ
込
む
が
、
そ
こ
に
は

先
客
が…

。
女
性
で
あ
っ
た
。

女
の
背
か
ら
臀
部
に
か
け
て
、
み
ご
と
な
刺
青
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
安
生
と
宮
女
と
の
間
に
、

途
方
も
な
い
こ
と
が
起
こ
る
。…

。

安
生
は
そ
の
女
を
背
負
っ
て
逃
げ
る
。

安
生
は
故
郷
の
山
西
に
帰
っ
た
。…

。

故
郷
の
山
西
で
、
安
生
は
美
人
の
妻
と
、
仲
よ
く
暮

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

短編集未収録作品紹介/第7回3作、その２ 「背負って走れ」

時
代
背
景
・舞
台
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

『推理小説代表作選集1977』表紙
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短編集未収録作品紹介/第7回3作、その３ 「あかつきの霞」

「
あ
か
つ
き
の
霞
」
は
『
週
刊
小
説
』
の
一
九
七
六
年

12
月
６
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
大
き
な
挿
し
絵
が
た
く

さ
ん
入
っ
た
十
四
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

冒
頭
、
「
私
」
と
里
村
ユ
ミ
子
は
、
十
年
ぶ
り
に
神

戸
の
元
町
で
再
会
す
る
。
掲
載
誌
の
発
行
が
一
九
七
六

年
12
月
で
、
作
中
時
間
も
、
そ
の
頃
か
ら
始
ま
り
、
戦

時
中
の
中
国
蘇
州
で
の
出
来
事
を
回
想
す
る
か
た
ち
で

ス
ト
ー
リ
ー
は
展
開
す
る
。

[

登
場
人
物]

●
私

作
家
。
か
な
り
名
が
売
れ
て
い
る
。
陳
舜
臣
さ

ん
の
分
身
。
十
年
前
、
取
材
目
的
で
、
蘇
州
に
詳
し
い

里
村
ユ
ミ
子
に
二
回
、
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

●
里
村
ユ
ミ
子

60
前
後
。
額
に
疵
あ
と
が
あ
る
美
人
。

そ
の
生
育
歴
に
つ
い
て
は
謎
が
多
い
。

「
母
親
」
は
、
大
正
の
初
期
に
中
国
へ
渡
っ
て
き
た
九

州
出
身
の
芸
者
で
、
上
海
で
ユ
ミ
子
を
産
ん
だ
と
教
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
ど
う
や
ら
、
中
国
人
の
産

ん
だ
子
を
、
日
本
人
と
し
て
育
て
た
の
で
あ
る
ら
し
い
」

●
中
島

大
物
の
政
商
。
旧
軍
人
。

[

あ
ら
す
じ]

私
は
、
里
村
ユ
ミ
子
と
の
十
年
前
の
取

材
時
の
や
り
取
り
を
思
い
起
す
。

疵
は
、
上
海
の
百
貨
店
で
、
ガ
ラ
ス
の

ド
ア
に
ぶ
つ
か
っ
て
で
き
た
と
聞
き
、
私

は
、
「
ま
る
で
夜
来
の
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま

や
ら
い

せ
ん
か
」
と
言
い
、
あ
と
、
夜
来
に
つ
い

て
の
長
い
記
述
が
続
く
。

夜
来
と
は
、
魏
の
文
帝(

三
国
志
の
英

雄
の
一
人
曹
操
の
息
子
曹
丕)

が
愛
し
た

絶
世
の
美
女
の
名
で
あ
る
。
本
名
は

薛
霊
芸
。

せ
つ
れ
い
う
ん

『
妝
楼
記
』
に
よ
る
と
、
夜
来
は
、
水
晶
の
屏
風
に
衝

突
、
血
が
流
れ
、
赤
い
朝
日
に
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
に

み
え
、
夜
来
は
い
っ
そ
う
妖
艶
な
す
が
た
に
映
っ
た
と

い
う
。
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

陳
舜
臣
さ
ん
は
、
こ
の
故
事
と
、
里
村
ユ
ミ
子
が
、

ガ
ラ
ス
の
ド
ア
に
ぶ
つ
か
っ
て
額
を
負
傷
し
た
こ
と
と

を
重
ね
合
わ
せ
た
の
だ
。

日
本
が
関
東
大
震
災
で
大
騒
ぎ
を
し
て
い
た
こ
ろ
、

ユ
ミ
子
の
「
母
親
」
は
死
ん
だ
。
料
亭
の
お
か
あ
さ
ん

は
、
蘇
州
に
新
し
く
店
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
ユ
ミ
子

も
そ
こ
へ
移
っ
た
。…

。

ユ
ミ
子
は
十
六
に
な
る
と
、
旦
那
を
と
ら
さ
れ
た
。

中
島
と
い
う
人
物
で
、
た
い
へ
ん
な
大
物
の
政
商
で
あ
っ

た
ら
し
い
。

中
島
の
妾
に
さ
れ
て
十
年
近
く
た
ち
、
す
で
に
日
中

間
に
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
中
国
人
の
女
友
達
か
ら
、

「
中
島
は
中
国
側
の
秘
密
工
作
を
破
壊
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
中
国
の
愛
国
者
が
、
彼
の
た
め
に
何
人
も

殺
さ
れ
た
わ
」
と
い
う
こ
と
を
き
い
た
。

ユ
ミ
子
の
な
か
の
、
中
国
人
の
血
と
お
ぼ
し
い
も
の

が
、
そ
の
と
き
狂
お
し
い
ば
か
り
に
騒
い
だ
。
そ
の
夜
、

彼
女
は
中
島
の
胸
に
抱
か
れ
な
が
ら
、

(

こ
の
男
を
殺
せ
る
か
し
ら
？)

と
考
え
た
。

そ
の
夜
、
ユ
ミ
子
は
刺
身
包
丁
を
持
っ
て
中
島
の
仕

事
部
屋
へ
侵
入
し
た
。

ユ
ミ
子
は
包
丁
を
取
り
直
し
、
抜
き
足
差
し
足
で
中

島
の
背
後
へ
む
か
っ
た
。

（
と
び
込
ん
で
、
背
中
を
刺
し
、
思
い
き
っ
て
そ
れ

を
え
ぐ
る
）
彼
女
は
自
分
に
そ
う
言
い
き
か
せ
た
。

ユ
ミ
子
は
身
を
躍
ら
せ
た
。

カ
ー
ン
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
、
金
属
的
な
音
が
し
た
の
と

同
時
に
、
手
に
し
た
包
丁
が
床
に
落
ち
て
こ
ろ
が
っ
た
。

ユ
ミ
子
と
中
島
の
間
に
は
透
明
な
防
弾
ガ
ラ
ス
が
立

て
ら
れ
て
い
た
の
だ
。…

。

中
島
殺
害
は
不
首
尾
に
終
り
そ
う
に
見
え
た
が
、
す

ぐ
そ
の
あ
と
、
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が…

。

ビ
ャ
ー
ン
、
と
銃
声
が
響
き
中
島
は
倒
れ
赤
い
血
が

…

。
ユ
ミ
子
以
外
に
も
中
島
の
命
を
狙
う
者
が
い
た
の

だ
。

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

十
六
に
な
り
、中
島
を
旦
那
に
と
ら
さ
れ
た
ユ
ミ
子



番号 題 初出誌 初出年 初出月など 掲載ページ 備　考

1 潜伏者 新週刊 1962 3月22日号 64-68 データベース

2 午前11時30分 推理ストーリー 1962 7月号 64-76 東京遠隔複写

3 千客万来 週刊大衆 1962 8月4日号 78-85 東京遠隔複写

4 火の周辺 宝石 1963 2月号 32-49 東京遠隔複写

アルプスの密室 漫画読本 1963 3月号 232-237 東京遠隔複写

1963 4月号 237 古本

6 宿縁 宝石 1963 5月号 34-51 古本

7 怪物も死ぬ 世代’63 1963 (9月) 342-352 関西館

8 社長はおびえた 宝石 1964 3月号 48-67 古本

新・黄色い部屋 漫画読本 1965 1月号 226-233 古本

1965 新春特別号 243 東京本館

10 三つ巴の殺意 推理ストーリー 1965 2月号 155-187 東京遠隔複写

11 一人の城 小説現代 1965 3月号 95-107 東京遠隔複写

おれは誰だ 漫画読本 1965 9月号 226-233 東京遠隔複写

1965 10月号 229 東京遠隔複写

13 狂った手鉤 推理ストーリー 1967 2月号 74-94 古本

三つのアリバイ 漫画読本 1967 3月号 228-235 東京遠隔複写

1967 4月号 235 東京遠隔複写

15 柔道指南の報酬 旅 1967 5月号 249-257 東京本館

16 疾走する青春 週刊読売 1968 5月10日号 102-111 関西館

17 第三の告白 小説エース 1968 11月号 92-111 東京遠隔複写

18 美貌の波紋 小説現代 1969 4月号 148-160 東京遠隔複写

19 浮いた手紙 小説サンデー毎日 1970 6月号 244-264 東京遠隔複写

20 居候坊主 週刊言論 1971
1月22日号、
29日号

118-123
120-124

東京遠隔複写

21 死んでいる 別冊小説宝石 1971 新春特大号 70-79 東京遠隔複写

22 ありえない関係 オール讀物 1971 4月号 328-345 関西館

23 キレモノ・ニセモノ 別冊小説宝石 1971 初夏号・6月 71-86 東京遠隔複写

24 破局は穴の中 小説現代 1972 10月号 128-147 東京遠隔複写

25 長い話 オール讀物 1973 11月号 368-385 関西館

26 背負って走れ
カッパまがじん（推理小
説代表作選集1977）

1976 9月初秋号 169-187 古本

27 あかつきの霞 週刊小説 1976 12月6日号 8-21 関西館

短編集未収録27作 一覧

[備考欄]

新・黄色い部屋■解決編　　　　漫画読本
9

5

12

14

アルプスの密室■解決編　　　　漫画読本

おれは誰だ■解決編　　　　漫画読本

三つのアリバイ■解決編　　　　漫画読本

[初出誌欄]
・通し番号26/初出誌は「カッパまがじん」ですが、「推理小説代表作選集1977」を購入。掲載ペー
ジもこれに拠ります。

・関西館/訪問し印刷

・データベース/国会図書館のデータベースにアクセス、自宅パソコンにてプリントアウト

・東京本館/訪問し印刷

・東京遠隔複写/東京本館へ遠隔複写依頼　

・古本/古本屋にて掲載誌を購入

2024.6.20 陳舜臣さんを語る会通信 NO.123 ＜ ４ ＞


